
「風水害Jとは、 強風、 大雨、洪水など による自然災害のこ とで、近年では特に、「ゲリラ豪雨Jや「線状降水帯Jの発生による
大雨の影響により、全国各地に大きな被害をもたらしています。 

このような自然災害 から身を守るためには、様々な自然現象について正しい知識を持ち、 自分自身への身近な危険として認 
識し、災害時にとるべき行動を平時から身 につけておくこ とが重要です。

企－
企
．
．

 

企．
a・・

IIIIIIE.fl血盟盟国
河川｜の堤防から水が 溢れ

たり、堤防が決壊して、家屋
や田畑等が 浸水すること。

外水氾濫が発生すると、
大量の水が流れ込み、広い
範囲で浸水 し 、水が引くま
でに時聞が かかります。

市街地などで大雨が降ると、側溝や
排水路だけでは雨を流しきれなくなるこ
とがあり、溢れ出した雨水により、建物や
土地・道路等が水に浸かってしまうこと。

雨が降り始めてから短時間で浸水す
るとともあるので、注意が必要で、す。

熱帯の海上で発生する低気圧を 「熱帯 低気圧j と呼びますが、 このうち北西太平洋または南シナ海に存在
し、なおかつ低気圧域内の 最大風速（10 分間平均）がおよそ 17m/s(34 ノット、風力 8 ）以上のものを「台風j
と呼びます。台風のおおよその勢力を示す目安として、 風速（ 10 分間平均）をもとに台風の「大きさJと日量さj
を表現します D 「大きさJは強風域の半径で、 「強さjは最大風速で区分しています。

・大きさの階級分け． ・強さの階級分け・
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強い
非常に強い
猛烈な

33m/s以上44m/s未満
44m/s以上 54m/s未満
54m/s以上

大型（大きい）

超大型（非常に大きい）

500km 以上 800km未満

800km以上

・立退き避難 ,r-,
・ 市田村が指定した避難所 ・ 避難場所時i
・ 安全な親戚 ・ 知人宅 ＼同 県
・ 安全なホテル ・ 旅館

・ ー副

（通常の宿泊料が必要で、す。浸水想定区域図
で安全かどうかを確認し、予約しましょう）
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。浸水が始まる前に早めの避難を
氾濫水は勢いが強く大人 の膝程
度の深さで歩行が
困難となります。浸
水してか5自宅外品司
への避難は危険で
す。 危険を感じた
ら自主的に避難を
開始しましよう。

。状況に応じた避難を
周囲の状況が危険で避難場所ま
で移動できない場合は、自宅や近
隣の頑丈な建物のできるだけ高
い階に避難しま
し よ う 。移動途
中であっても危
険を感じたら近
隣の建物へ避難
しましょう。

。避難は徒歩で！
車での避難は、緊急車両の通行の
妨げになりま
す。 また、交通
渋滞をまねき 、
浸水すると 動
けなく なる の
で、徒歩で避難
しましよう。

・屋丙安全確保
浸水想定区域図で自宅にいても大丈
夫か確認する必要があります。

・ 家屋倒壊等氾濫想定区域
に入っていないこと

－浸水深より居室が高いこと
．水が引くまで我慢でき、

水 ・ 食料などの備えが十分
にあること

。川や用摘に近づ開い
降雨が続き不安lこ思っても、川や
用水路、田畑の用水は見に行か
式やむを得ない場合は複数人で
行動しましょう。
避難 の途中も
増水した川の
近くを通るのは
避けましょう。
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・緊急安全確保
「立退き避難Jを行う必要がある居住者等が、適切なタイミングで避難をしな

か った等により避難し遅れた ために、災害が発生・切迫し、立退き避難を安全
にできない状況に至ってしまった 場合に、立退き避難 から行動を変容し、命の
危険から身の安全を可能な限り確保 するため、その時点でいる場所よりも相
対的に安全である場所へEちに移動等することが I緊急安全確保Jです。

ffit'�＇ 
＇，’ ， ・ 自宅の少しでも高い

場所に移動
・ 近隣の少しでも高い

建物に移動
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最初の大きな揺れは約1分間
・身の安全を確保する

1～2分

揺れがおさまったら
・火元を確認 火が出たら、落ち着いて初期消火

．家族の安全を確認 倒れた家具の下敷きに芯っていないかを確認
・靴を はく 家の中はガラスの破片が散乱 ・ 靴や厚子のスリッパをはく
・ 避難する 屋根瓦の落下・フ

、

ロック塀の倒壊・自動販売機などの転倒に注意

みんなの無事を確認火災の発生を防ぐ

3分

隣近所に ｜ 
声をかけよう ｜ 

出火防止 ｜ 
初期消火 ｜ 

・要配慮者の安全確保・隣近所で助け合う ．． 
・行方不明者がいないかの確認・ケガ人はいないかの確認

・消火器を使う・余震に注意
・漏電・ガス漏れに注意電気のブレーカ ーをおろす ・ ガスの元栓を閉める

テレビ・ラジオなどで正しい情報を
．気象庁などの情報を確認
．デマにまどわされないように ・避難時に車は極力使用しない

・電話は緊急連絡を優先する
5分

協力して消火活動、救出・救護活動を
・水、食料は蓄えているものでまかなう
・ 災害・被害情報の収集 ・壊れた家に入らない
・近くの人の救出・救護

分
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F即時訂

・ドアや窓を聞けて避難 口を確保する。
・避難に工レベー タ ー は絶対に使わない。

火災による炎と煙に巻き込まれないよう
に階段を使って避難する。（煙などできる
限り眼わ拡いように、姿勢を低くし、口を
ハンカチなどで、軽くふさき＼避難する）

；一般住宅 ］ E書留臨司・・・・・・・・・・・・・・・
・揺れを感じたら、机の下などで身の安全を確保する。
・火の確認はすみやかにする。（ ブレーカー やガスの元栓の

処置も忘れずに）
・乳幼児や病人、高齢者など災害弱者の安全を確保する0

・裸足で歩き回らないようにする。（ガラスの破片拡どで
ケガをする）

．すばやく屋外の安全拡場所へ避難する。

E垂3主主語�．通11!.!!1
・窓 ガ ラ ス 、看板

などの落下物か5
頭を カバンなど
で保護する。

．建物 から離れ、
安全性の高い場所
へ移動する。

・ブロック塀や自動販売機拡どに は近づ、かない0

・倒れそうな電柱や垂れ下がった電線に注意する。

・ハン ドルをしっかりと握り、徐々にスヒ」 ドを 落とし、緊急車両などの遇行スペース
を確保し、道路の左側に停め、エンジンを切る口

・揺れが、おさまるまで冷静に周囲の状況を確認
して、力 一ラジオ等 で情報を収集する。

． 避難が必要拡とき は、キ ー はつけたまま、
ドアロックもしない。車検証拡どの貴重晶を

忘れずに持ち出し、徒歩で避難する。
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